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   第 2節 火山災害対策計画 

 

第 1 基本方針 

1 火山災害は、①噴火に伴って発生する現象が多岐にわたる、②長期化する恐れがある、③

被害や影響が多方面にわたるといった特徴を有することから、行政機関、防災関係機関、学

識者においては、共通認識の下、役割分担を明確にした上で、互いに連携し、一体となって

防災対策を進める。 

2 町は、気象庁等からの火山噴火の長期化や土石流発生のおそれなど火山現象に関する情報

を、迅速かつ的確に、関係機関及び住民に伝達するための体制を整備する。 

3 町は、火山活動が長期化した場合には、火山活動の状況を考慮しつつ、状況に応じた避難

勧告、警戒区域の設置等、警戒避難体制の整備に努め、かつ、警戒区域の変更、状況の変化

に応じた対策を行う。 

 

第 2 火山の概況 

本町に影響を与える火山は、岩手山、秋田駒ヶ岳の 2火山である。岩手山は平成 10年から

地震等火山活動が活発化した。火山学的に評価された過去の火山活動度に基づき、岩手山及

び秋田駒ヶ岳はランク Bに分類されている。 

[過去の主な火山災害・噴火等記録 資料編 4－2－1] 

1 岩手山の状況 

玄武岩、安山岩の西岩手、東岩手の 2 成層火山が結合した火山である。東岩手山の方が新

しく、外輪山頂火口内にある中央火口丘・妙高岳の底部では硫気活動が盛んである。有史後

の噴火は、西岩手山大地獄谷（現在も硫気活動活発）での小爆発 1 回のほかは、すべて東岩

手山である。爆発型噴火が特徴であるが溶岩を流出したこともある（17、18世紀）。 

平成 7 年に初めて火山性微動が観測されて以降、平成 10 年 2 月から地震活動が活発化し、

6 月には盛岡地方気象台から今後さらに火山活動が活発化した場合には噴火のおそれもある

との臨時火山情報が出された。その後、地震回数は減尐したものの、平成 16年ごろまでは通

常の状態に比べ高いレベルにあり、低周波地震、単色地震の発生、黒倉山、大地獄谷の活発

な噴気現象などから依然予断を許さない状況が続いていたが、平成 17年 6月に開かれた岩手

山の火山活動に関する検討会で、｢一連の火山活動はほぼ停止した｣との見解が示された。 

岩手山の活動状況の詳細については、資料編 4－2－2（地震回数の推移は 4－2－3）のとお

り。また、岩手山の噴火の歴史については、資料編 4－2－4のとおりである。 

2 秋田駒ヶ岳の状況 

玄武岩、安山岩の二重式成層火山。山頂部北東側の北部カルデラと南西側の南部カルデラ

が相接しており、カルデラ形成期の火砕流、降下火砕物が山麓や火山東方に分布する。今世

紀までは北部カルデラ内の硫黄沈殿物から硫気の上昇が認められていた。有史以後、水蒸気

爆発しか知られていなかったが、昭和 45～46年の噴火では溶岩流を流出し、小爆発をしきり
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に反復した。 

3 岩手山で想定される火山災害 

岩手山の火山活動で想定される噴火規模、現象は次のとおりである。（岩手山火山防災マッ

プ（平成 10年作成）による） 

(1) 噴火規模・態様 
 

区  分 態  様 規         模 

西 岩 手 水蒸気噴火 約 3,200年前の噴火と同程度（噴火量 1,000万ｍ3） 

東 岩 手 マグマ噴火 1686年の噴火と同程度（噴出量 8,500万ｍ3） 

 

(2) 火山噴火の現象 
 

区 分 
降下火砕物 

（火山灰） 
噴 石 溶岩流 火砕流 火砕サージ 土石流 火山泥流 

西 岩 手 ○ ○ － － － ○ － 

東 岩 手 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

4 秋田駒ヶ岳で想定される火山災害 

秋田駒ヶ岳の火山活動で想定される噴火規模、現象は次のとおりである。（秋田駒ヶ岳火山

防災マップ（平成 15年作成）による） 
 

(1) 噴火規模・態様 
 

区  分 態  様 規         模 

北部カルデラ マグマ噴火 
過去約 2,000年間の最大規模を参考に同程度（噴火量 1,400

万ｍ3） 

南部カルデラ マグマ噴火 
過去約 2,000年間の最大規模を参考に同程度（噴火量 8,100

万ｍ3） 
 

(2) 火山噴火の現象 
 

区 分 
降下火砕物 

（火山灰） 
噴 石 溶岩流 火砕流 

火砕 

サージ 
土石流 火山泥流 

北部カルデラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

南部カルデラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
(注 1) 火砕流とは、火山灰、れき、岩塊などが流動状態になって斜面を移動する現象の総称で 

ある。 
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(注 2) 火砕サージとは、火砕流の中で主として高温の火山ガスと細かい火山灰との混合体から 

なり、爆風のような運動をするものである。 

(注 3) 土石流とは、土砂や岩屑などが流動化し高速度で流下する現象である。 

(注 4) 火山泥流とは、高温の火山砕屑物の噴出物とその熱により大量の雪や氷が溶けて水とで 

できる泥流である。 

第 3 情報収集及び伝達体制 

1 仙台管区気象台（盛岡地方気象台）は、県内の火山について異常を認めた場合、又は他の

機関から火山に関する情報を受け、異常と認めた場合は、火山に関する予警報・情報を発表

（伝達）する。 

2 仙台管区気象台（盛岡地方気象台）は、岩手山及び秋田駒ヶ岳についての火山活動の状況

と防災対応の必要性を示すため、噴火警戒レベルの運用を行う。 

(1) 火山に関する予警報・情報の種類と内容 
 

種  類 内          容 

噴火警報（居住地域） 
 居住地域及びそれより火口側における警戒が必要な場合にそ

の対象範囲と警戒事項を随時発表。 

噴火警報（火口周辺） 

 火口から尐し離れた所まで、又は火口から居住地域近くまで

の広い範囲における火口周辺で警戒が必要な場合にその対象範

囲と警戒事項を随時発表。 

噴 火 予 報 
 噴火警報を解除する場合、又は火山活動が静穏（平常）な状

態が続くことを知らせる場合にその旨を発表。 

降 灰 予 報 
 噴火が発生した場合で、住民等に降灰の影響が予想される場

合に降灰が予想される地域を随時発表。 

火 山 の 状 況 に 関 す る 

解 説 情 報 

 火山活動が活発な場合等に火山性地震や微動回数及び噴火等

の火山の状況を随時発表。 
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(2) 噴火警戒レベルが導入されている火山の噴火警報・噴火予報 

予報及び

警報の別 

対象範囲を

付 し た 

警報の名称 

略
称 

対象範囲 

噴火警戒 

レベル 

(キーワード) 

火山活動の状況 

噴 
 

火 
 

警 
 

報 

噴火警報 

（居住地域） 

噴
火
警
報 

居住地域及

びそれより

火口側 

レベル５ 

（避難） 

 居住地域に重大な被害を及ぼす

噴火が発生、あるいは切迫してい

る状態 

レベル４ 

（避難準備） 

 居住地域に重大な被害を及ぼす

噴火が発生すると予想される（可

能性が高まってきている）。 

噴火警報 

（火口周辺） 

火
口
周
辺
警
報 

火口から居

住地域近く

までの広い

範囲の火口

周辺 

レベル３ 

（入山規制） 

 居住地域の近くまで重大な影響

を及ぼす（この範囲に入った場合

に生命に危険が及ぶ）噴火が発生、

あるいは発生すると予想される。 

火口から尐

し離れた所

までの火口

周辺 

レベル２ 

（火口周辺規

制） 

 火口周辺に影響を及ぼす（この

範囲に入った場合に生命に危険が

及ぶ）噴火が発生、あるいは発生

すると予想される。 

噴
火
予
報 

  

火口内等 
レベル１ 

（平常） 

 火山活動は静穏。火山活動の状

況によって、火口内で火山灰の噴

出等が見られる（この範囲に入っ

た場合に生命に危険が及ぶ）。 

注）噴火警戒レベルの詳細は火山ごとに作成。 
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(3) 岩手山の噴火警戒レベル（概要版） 

対象範囲 

レ

ベ

ル 

説        明 

火山活動の状況 過去の事例 住民の行動 登山・入山者 

居住地域

及びそれ

より火口

側 

５
（
避
難
） 

居住地域に重大な被害

を及ぼす噴火が発生、

あるいは切迫している

状態にある。 

①1686 年東岩

手山山頂の

噴火 

危険な居住地域か

らの避難 

登山口から登

山・入山規制 

４
（
避
難
準
備
） 

居住地域に重大な被害

を及ぼす噴火が発生す

ると予想される（可能

性が高まってきてい

る） 

②1732 年東岩

手山山腹の

噴火（焼走り

溶岩噴出） 

 

警戒が必要な居住

地域での避難準備 

災害時要援護者、特異

地域＊＊及び特別に被

害が予想される区域＊

＊＊の避難 

火口から

居住地域

近くまで 

３
（
入
山
規
制
） 

火口付近から居住地域

の近くまで重大な影響
＊を及ぼす噴火の発生、

あるいは発生が予想さ

れる。 

③1919 年西岩

手山（大地獄

谷）の水蒸気

爆発 

④1998 年 4 月

29 日短時間

に多数の地

震と規模の

大きい地震

が発生 

 

 

通常の生活 

状況に応じて災害時

要援護者、特異地域＊

＊及び特別に被害が予

想される区域＊＊＊の

避難準備 

火口周辺 

２
（
火
口
周
辺
規
制
） 

火口周辺に影響を及ぼ

す噴火の発生、あるい

は発生が予想される。 

⑤1998 年 3 月

17 日火山性

地震が増加

し地殻変動

開始 

通常の生活 

岩 手山西側

（大地獄谷）

の入山規制 

火口内等 

１
（
平
常
） 

火山活動は静穏 － 

 

自由に登山・

入山可能 

 

＊  「重大な影響」とは、この範囲に入った場合には生命に危険が及ぶことを意味する。 
＊＊ 「特異地域」とは、居住地域より火口に近い地域を指す。 
＊＊＊「特別に被害が予想される区域」とは、冬季の噴火において融雪型火山泥流が流下する危

険のある滝沢村一本木地区砂込川沿いを指す。 

［岩手山の噴火警戒レベル（詳細版）        資料編 4－2－5］ 

［岩手山噴火警戒レベルにおける居住地域等の範囲  資料編 4－2－6］ 
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(4) 秋田駒ヶ岳の噴火警戒レベル（概要版） 

予
報
警
報 

対
象
範
囲 

レ
ベ
ル 

説         明 

火山活動の状況 

住民等の行動及び

登山者・入山者等

への対応 

想定される現象等 

噴 

火 

警 

報 

居
住
地
域
及
び
そ
れ
よ
り
火
口
側 

５
（
避
難
） 

居住地域に重大な

被害を及ぼす噴火

が発生、あるいは切

迫している状態に

ある。 

危険な居住地域か

らの避難が必要 

 噴火による影響※で、居住地域に重大

な被害が切迫している場合。 

・噴火に伴いカルデラから火砕流、融雪

型火山泥流の流出が予想された場合。 

 過去の事例：有史以降なし 

４
（
避
難
準
備
） 

居住地域に重大な

被害を及ぼす噴火

が発生すると予想

される。（可能性が

高まってきている） 

警戒が必要な居住

地域での避難準備

及び災害時要援護

者の避難等が必要
※※ 

全山入山規制 

 噴火による影響で、居住地域に重大な

被害が予想される場合。 

・噴火に伴い火砕流、融雪型火山泥流が

発生し、カルデラ縁付近まで到達するお

それがある場合。 

・噴火に伴い噴石が居住地域の近くまで

到達すると予想された場合。 

 過去の事例：有史以降なし 

火 

口 

周 

辺 
警 

報 

火
口
か
ら
居
住
地
域
近
く
ま
で 

３
（
入
山
規
制
） 

火口付近から居住

地域の近くまで重

大な影響を及ぼす

噴火の発生、あるい

は発生が予想され

る。 

住民は通常の生活。 

状況に応じて災害

時要援護者の避難

準備等※※ 

登山禁止・入山規制

等危険な地域への

立入規制等。 

 噴火による影響が火口からおおよそ

２㎞以内。 

・噴火に伴いカルデラ内で火砕流、融雪

型火山泥流が発生（確認）した場合。 

・噴石がカルデラ縁を越える噴火が発生

した場合、または噴火の発生が予想され

た場合。 

 過去の事例：1970年女岳からの噴火 

火
口
周
辺 

２
（
火
口
周
辺
規
制
） 

火口周辺に影響を

及ぼす噴火の発生

が予想される。 

住民は通常の生活。 

火口周辺への立入

規制等。 

 噴火による影響が火口から 500ｍ以

内。 

・地震活動や噴気活動の活発化等によ

り、噴火の発生が予想された場合 

 過去の事例：1932 年南部カルデラ内

（石ポラ）での水蒸気爆発 

噴
火
予
報 

火
口
内
等 

１
（
平
常
） 

火山活動は静穏 状況に応じて火口

内への立入規制等。 

 火山活動は静穏 

・女岳北側で弱い噴気活動が見られる

が、南部・北部カルデラに目立った表面

現象はない。 

 
※  噴火による影響とは、噴石、火砕流、融雪型火山泥流により、現象が始まってから避難

までの時間的な余裕がほとんどなく生命に対する危険性が高い火山現象による影響。 
※※  噴石、火砕流、融雪型火山泥流で、避難道路などが通行不能となるおそれがある区域で

は、早期避難が必要。 

［秋田駒ヶ岳の噴火警戒レベル（詳細版）        資料編 4－2－7］ 

［秋田駒ヶ岳噴火警戒レベルにおける居住地域等の範囲  資料編 4－2－8］ 
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3 町及び関係機関等は、火山に関する予警報・情報及び気象予警報等並びに火山活動に関す

る異常現象について、迅速かつ確実に収集・伝達するシステムを構築するとともに、住民等

への広報についても伝達体制の整備を図る。 

4 町は、住民等が火山活動に関する異常現象を発見した場合には、発見者から町、県及び盛

岡地方気象台等に迅速かつ的確に通報するよう、周知徹底する。 

 

第 4 火山災害予防対策 

1 災害予測図の作成 

(1) 国、県及び町は、学識者、専門家等の協力を得て、火山活動に伴い発生する恐れがある

火山災害要因ごとの予想危険区域や避難場所等を示した防災マップを作成し、防災対策及

び住民避難対策に活用する。 

(2) 町及び防災関係機関は、防災マップをもとに事態想定を行い、対策の手順等を検討する。 

(3) 町は、事態想定をもとに、図上演習等の手法を導入し、本部訓練を実施する。 

(4) 県及び町は、防災マップ等を活用した住民等への説明会や勉強会、シンポジウム等の開

催や防災訓練の実施を通じ、住民等の防災意識を啓発する。 

2 住民に対する防災知識の普及 

(1) 町及び防災関係機関等は、住民、登山者、観光客等滞在者の防災に対する意識の高揚を

図り、火山災害時において、正しい知識と判断をもって行動できるよう、次の方法等を利

用して防災知識の普及徹底を図る。 

なお、防災知識の普及を図る際は、高齢者等災害時要援護者に十分配慮し、地域におい

て災害時要援護者を支援する体制の整備を図る。 

ア 講習会、研修会、講習会、展示会、観光事業者等への説明会の開催 

イ インターネット、広報誌の活用 

ウ 起震車等による災害の疑似体験 

エ 新聞、テレビ、ラジオ等各種報道媒体の活用 

オ 火山防災マップ、ハンドブックの防災関係資料等の作成、配布 

カ 防災映画、ビデオ等の製作、上映、貸し出し 

キ 自主防災活動に対する指導 

ク 町立学校における火山防災教育の実施 

(2) 防災知識の普及活動は、次の事項に重点を置いて実施する。 

ア 火山に関する一般的知識 

イ 平常時における心得 

ウ 災害時における心得、避難誘導 

エ 救急蘇生法、止血法等の応急措置 

オ 過去における主な災害事例 

カ 火山災害対策の現状 

キ 火山に係る異常現象を発見した場合の通報 
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ク 登山における火山活動状況の確認、情報収集 

ケ 火山活動異常時における速やかな下山 

(3) 火山災害の特性、平常時における心得、災害時における心得、避難方法については、次

の事項を基本として普及を図る。 

ア 火山災害の特性 

(ア) 噴火に伴い発生する現象が多岐にわたること。 

(イ) 長期化するおそれがあること。 

(ウ) 被害や影響が多方面にわたること。 

イ 平常における心得 

(ア) 日頃から盛岡地方気象台の火山情報や、報道機関の防災情報に関心をもつ。 

(イ) 避難場所、避難路の確認をしておく。 

(ウ) 家族や近所で避難の仕方を話し合っておく。 

(エ) 防災訓練に参加する。 

(オ) ３日分の食料、飲料水、携帯トイレ、トイレットペーパー等の備蓄を行う。 

(カ) 非常用品をリュックに入れて準備しておく。 

ウ 災害時における心得 

(ア) 町長から避難勧告又は避難指示が発せられた場合には、速やかに避難する。 

(イ) 町、警察、消防等の正しい情報をつかみ、デマ、うわさに惑わされないようにす

る。 

(ウ) 緊急時には避難を最優先にする。 

(エ) あわてずに落ち着いて（冷静に）行動する。 

エ 避難方法（噴火時、又は噴火の危険性が高い場合） 

(ア) 噴石 

噴石の多くは火口から数 km程度以内に落下するため、火口から十分に離れた箇所

では危険性はない。火山に近づかないようにする。 

(イ) 火砕流・火砕サージ 

火砕流・火砕サージは高速（時速 100km 以上）で流れ下るため、発生してからの

避難はほとんど困難である。 

噴火の危険性が高い状況になった場合は、火山情報などに十分注意し、速やかに

到達範囲の外に避難する。万が一、避難が遅れた場合には、尐しでも高台の物陰に

隠れる。 

(ウ) 溶岩流 

       溶岩流は一般に速度が遅く、徒歩でも逃げることが可能である。落ち着いて、到

達範囲の外に避難する。 

(エ) 火山灰などの降下 

火山灰がたくさん積もった場合には、家屋がつぶれないよう、屋根の上の火山灰

を除去する。 
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尐量でも火山灰が降り出したら、タオルやマスクなどで吸い込まないようにする。

帽子を用意する。昼間でも急に暗くなることがあるが、火山灰で死傷することはな

い。 

(オ) 土石流 

土石流は雤により発生し、高速（時速 50km程度）で流れるため、噴火後台風の接

近など、あらかじめ大雤が想定される場合には、土石流の到達範囲から避難する。 

万が一、避難が遅れた場合には、沢から離れた尐しでも高いところに避難する。 

(カ) 融雪による火山泥流 

融雪による火山泥流は高速（時速約 60km程度）で流れるため、速やかな避難が必

要である。噴火の危険性が高い状況になった場合は、火山情報などに十分注意し、

できるだけ早く到達範囲の外に避難する。万が一、避難が遅れた場合には、尐しで

も高いところに逃げる。 

3 入山規制、緩和の実施 

(1) 町は、県及び学識経験者等の助言を受け、必要に応じ、入山規制、緩和、解除を行う。 

(2) 入山規制の実施については、関係機関等に周知するとともに、登山者及び住民等に広報

し、周知徹底する。 

(3) 町は、入山規制の実施、緩和及び解除について、統一的な実施を行うため、それぞれ調

整を図りながら判断基準、規制範囲等を検討し、次の事項を内容とした登山者安全対策計

画を作成する。 

ア 入山規制、緩和基準 

イ 入山規制実施場所等 

ウ 情報伝達体制 

(ア) 職員非常招集体制 

(イ) 火山に関する予警報・情報等の伝達方法 

(ウ) 情報伝達設備（緊急通報システム） 

(エ) 他市町村及び関係機関との連携体制 

(オ) 火山活動に関する注意喚起手段 

エ 緊急下山誘導体制 

(ア) 下山広報体制 

(イ) 入山者下山誘導体制 

(ウ) 下山確認体制 

(エ) 関係機関との連携方法 

(オ) 下山者移送体制 

オ 広報 

(ア) 入山規制状況広報手段 

(イ) 入山者に対する情報伝達体制の周知方法 

(ウ) 入山者に対する登山ルールの周知徹底 
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(4) 岩手山における登山者安全対策については、八幡平市、雫石町、滝沢村が連携して岩手

山登山者安全対策協議会（1998年に岩手山の火山活動が活発化した際、2000年 10月 16日

から 2009 年 8 月 11 日まで組織し、緊急通報装置や注意看板設置等の登山者安全対策を実

施。組織解散の際、岩手山の火山活動が再び活発化した場合は、同協議会の再興を覚書と

して交わしている。）を発足し、その対策を実施する。 

［岩手山登山者安全対策協議会解散に伴う覚書 資料編 4－2－9］ 

4 火山観測体制の充実・強化 

火山噴火による災害を軽減するためには、平常時から火山の監視観測に努め、いち早く噴

火の前兆現象を把握することなどが重要であることから、火山監視観測体制の充実等の促進

に努める。 

 

第 5 町の活動体制 

1 各本部の設置 

町は、異常現象が発生し、火山に関する予警報・情報が発表されるなど噴火の発生が予想

される段階、又は住民が自主的に避難する等、情勢が悪化した場合は、その所掌事務に係る

災害応急対策を実施するため、第 3 章第 1 節「活動体制計画」に定めるところにより、雫石

町災害警戒本部、又は雫石町災害対策本部を設置する。 

2 消防機関の活動 

第 3 章第 8 節「消防活動計画」に基づく消防機関は、指示された担当地域において、おお

むね次の活動に従事する。 

(1) 避難誘導 

(2) 火災発生、盗難の警戒 

(3) 情報の収集及び本部への伝達 

(4) 一般通信不能時の連絡業務報 

(5) 広報 

(6) 捜索、救出 

3 住民への広報 

(1) 広報の時期 

異常現象が発生し、気象台の火山に関する予警報・情報が発表され、大噴火の発生が予

想される段階から避難が完了するまでの間、必要な広報を行う。 

(2) 広報の方法 

ア 防災行政無線放送による。 

イ 広報車（消防車を含む。）により拡声放送して巡回する。 

ウ 車両運航不可能のときは、携帯マイク等を使用する。 

エ 町ホームページによる情報の提供や携帯端末への情報の配信。 

(3) その他 

広報事項は、県広報、警察広報と連携をとり、次の事項により行う。 



 

4－2火山災害対策計画 

 

－817－ 

ア 噴火の状況、被害の状況 

イ 防災関係機関の対策状況 

ウ 災害の状況と噴火の今後の見通し 

エ 避難実施に必要な事項 

4 避難対策 

(1) 避難準備の基準 

ア 岩手山 

噴火警報（居住地域）のうち噴火警戒レベル４が発表され、居住地域に重大な被害を

及ぼす噴火の発生が予想されるとき、警戒が必要な居住地域に対し発令する。ただし、

災害時要援護者、特異地域（スキー場、温泉施設等）及び特別に被害が予想される区域

については状況に応じて噴火警戒レベル３が発表された段階で発令する場合がある。 

イ 秋田駒ヶ岳 

噴火警報（居住地域）のうち噴火警戒レベル３が発表されたとき、国見温泉地域に発

令する。また、噴火警戒レベル４が発表されたとき、橋場、小赤沢地域及び竜川流域で

火山泥流・土石流の影響を受ける地域に対し発令する。 

(2) 避難勧告の基準 

ア 岩手山 

噴火警報（居住地域）のうち噴火警戒レベル５が発表され、居住地域に重大な被害を

及ぼす噴火が切迫している状態にあるとき、危険が及ぶ居住地域に対し発令する。ただ

し、災害時要援護者、特異地域（スキー場、温泉施設等）及び特別に被害が予想される

区域については状況に応じて噴火警戒レベル４が発表された段階で発令する場合がある。 

イ 秋田駒ヶ岳 

噴火警報（居住地域）のうち噴火警戒レベル４が発表されたとき、国見温泉地域に発

令する。また、噴火警戒レベル５が発表されたとき、橋場、小赤沢地域及び竜川流域で

火山泥流・土石流の影響を受ける地域に対し発令する。 

(3) 避難指示の基準 

ア 岩手山 

噴火警報（居住地域）のうち噴火警戒レベル５が発表され、居住地域に重大な被害を

及ぼす噴火が発生したとき、あるいは噴火の発生が確実となったとき、危険が及ぶ居住

地域に対し発令する。ただし、災害時要援護者、特異地域（スキー場、温泉施設等）及

び特別に被害が予想される区域については状況に応じて噴火警戒レベル４が発表された

段階で発令する場合がある。 

イ 秋田駒ヶ岳 

噴火警報（居住地域）のうち噴火警戒レベル５が発表され、居住地域に重大な被害を

及ぼす噴火が発生したとき、あるいは噴火の発生が確実となったとき、危険が及ぶ居住

地域に対し発令する。ただし、国見温泉地域については状況に応じて噴火警戒レベル４

が発表された段階で発令する場合がある。 
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(4) 避難指示の伝達要領 

ア 実施責任者 

町 長 災害対策基本法第 60条 

警察官 災害対策基本法第 61条 警察官職務執行法第 4条 

イ 伝達経路 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 伝達の方法 

防災行政無線放送････････ 一斉伝達 

広報車（消防車等）････････ 車両の通行不可能な地域は拡声器を使用した広報とする。 

サイレン････････････････ 防災信号を併用する。 

エ 伝達の内容 

(ア) 避難先とその場所 

(イ) 避難経路 

(ウ) 避難指示の理由 

(エ) その他の注意事項 

[報道機関への報道協力要請（通知） 資料編 4－2－10] 

(5) 事前避難 

この段階では避難誘導は行わない。縁故、知人等を頼って避難する者を除き、避難所は

あらかじめ指示した場所とする。原則として、炊き出し、衣服、寝具、生活必需品の給与、

及び医療、助産等の給付は行わない。 

(6) 避難勧告等段階の避難 

ア 避難誘導 

(ア) 各地区の消防団分団長が責任者となり、消防団員を指揮し誘導にあたる。 

誘導責任者は、時間を定めて所定の場所に住民を集めて徒歩で誘導する。状況が

許せば、車両輸送を併用する。 

(イ) 保育園、幼稚園、小中学校の対策 

在校中の場合は、あらかじめ定めた避難計画に従い、教職員の誘導により安全な

場所に避難させるものとする。 

休校等児童生徒が在宅の場合は、前記(ア)の避難による。 

(ウ) 避難所については、原則として第 2 章第 5 節「避難対策計画」に定めるところに

町本部長 
消防機関 

各 部 

各分団 

住 
 
 

民 

県本部長 
報告 

防災行政無線、広報車 

広報車 

広報車 
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よるが、状況によって、上長山、西根、橋場地区内の住民は、他の避難所に変更す

るものとする。 

イ 避難者の救助対策 

避難対策班は、町職員と消防団員でもって編成する。 

誘導責任者は、避難所に収容のうえ名簿を作成し、人員の確認を行い収容班長を定め

て町長に報告する。 

 (7) 緊急避難対策 

異常現象等大噴火が予想される段階では、前記避難計画によるが、突発的な噴火、爆発

も予想される。この場合、各自原則として自主的な判断により各避難所へ避難するものと

する。 

(ア) 登下校中の児童生徒等 

各集落の消防団員がいる場合は責任者となり、その指示により最寄りの避難所に緊

急避難させるとともに、責任者は状況の安全及び人員を確認のうえ、各避難場所へ誘

導するものとする。 

(イ) 運行車両等 

付近の運行者両等は、緊急停車し、自主的に最寄りの待避所に避難するとともに、

前記責任者の指示により行動するものとする。 

5 火山災害が長期化した場合の対策 

町は、火山災害が長期化した場合は、土石流等二次災害の発生から住民等を守るため、次

の対策を講じる。 

(1) 情報伝達体制 

ア 火山に関する予警報・情報及び気象予警報等の情報伝達体制の整備 

イ 土石流等二次災害に関する警報等の意味、必要性及び判断体制等についての、住民に

対する啓発、周知 

(2) 避難体制 

ア 火山監視体制の強化 

イ 避難誘導体制の強化 

ウ 状況に応じた避難勧告、警戒区域の設置、変更 

エ 住民への避難勧告等の通報体制の整備 

(3) 一時的な避難施設の確保 

土石流等が長期的に反復するおそれがある場合には、住民等の一時的避難施設の確保に

努める。 

6 避難勧告対象区域、警戒区域への一時入域計画 

(1) 町は、避難勧告対象区域又は警戒区域への一時入域を実施する際には、火山活動の状況

を十分に考慮して実施することとし、入域者の安全対策について万全を期するものとする。 

(2) 一時入域の実施に当たって、町は必要に応じ県に助言を求め、県は、学識経験者及び関

係機関等と協議し、町長に対し助言を行う。 
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(3) 町は、避難勧告対象区域又は警戒区域への一時入域について次の点に配慮した計画をあ

らかじめ策定する。 

ア 住民等からの要望の集約方法及び集約体制 

イ 判断体制 

ウ 安全確保のための防災関係機関との連携体制 

(4) 町は、関係機関と連携し、避難勧告対象区域又は警戒区域への計画外の入域を防ぐ手段

を講じる。 

7 その他 

この節に定めるもののほかについては、第 3 章「災害応急対策計画」の各節に定めるとこ

ろによる。 
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資料 4－2－1 

過去の主な火山災害・噴火等記録 

 

区  分 岩  手  山 秋田駒ケ岳 

貞享 3年 

（1686年） 
噴火（溶岩流、泥流等）、家屋破損  

貞享 4年 

（1687年） 
噴火（噴石、噴煙）、群発地震  

享保 16～17年 

（1732年） 
噴火（焼走り溶岩流）  

明治 23～24年  噴火（鳴動、噴石） 

大正 8年 大地獄で水蒸気爆発（降灰）  

昭和 7年  水蒸気爆発（泥流、降灰、ガス） 

昭和 45～46年  噴火（頻繁な爆発、溶岩流出） 

昭和 47年 白色噴煙  

昭和 63年  南西山麓で地震群発 

平成７年 低周波地震、微動  

平成 10年以降 地震活動活発化  

平成 19年 
噴火警戒レベル導入 

レベル１（平常） 
 

平成 21年  

女岳の地熱域に拡大傾向 

噴火警戒レベル導入 

レベル１（平常） 
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資料 4－2－2 

平成 7 年以降の岩手山の活動状況  
 

年 事          項 

平成 7～9年 
○ 平成 7年 9月火山性微動と低周波地震の発生が始まる。 

○ 平成 9年 12月山体西側を震源とする地震が発生し始めた。 

平成 10年 

○ 2月以降地震回数が増加。 

○ 4月 29日 15時前後の短時間に多数の火山性地震を観測。東北大学の傾斜

計等のデータにも大きな変化を観測。臨時火山情報第 1号。聞き取り調査の

結果、休暇村岩手では有感となった模様。モホ面付近の地震が急増。 

○ 5月にはモホ面付近の地震を 38回観測した。 

○ 6月地震回数が 1,800 回（1ヶ月）を超えた。岩手山西側を震源とする低

周波地震の発生を観測。臨時火山情報第 2号（今後さらに火山活動が活発化

した場合には噴火の可能性もある）。微動が目立って観測されるようになり、

7 月には振幅の大きな微動が観測され、発生回数も 32 回を数えた。大地獄

谷での噴気温度の上昇と姥倉山付近で地温の高い箇所を確認。 

○ 7 月振幅の大きい火山性微動と火山性地震が観測され、臨時火山情報第 3

号。7月下旬から 8月前半にかけて、やや深いところ（4～8km）で発生した

低周波地震が 1日数回発生。モホ面付近の地震は 35回発生。 

○ 8月三ツ石山付近で M3.4の地震。山頂付近を震源とする M1.8の地震。 

○ 9 月岩手山の南西約 10kmで M6.2（震度 6弱）の逆断層型の地震が発生。

臨時火山情報第 4 号。山頂に近い鬼ケ城付近で浅い地震（M2.0～2.5）が発

生。 

○ 10月三ツ石山付近で M2.9の地震。 

○ 山頂付近で M2.9の地震発生。 

平成 11年 

○ 低周波地震は 1月 28回、2～7月は 12～20回の発生。8月 1日には短時間

に 32回と多発した。 

○ 4月黒倉山、姥倉山鞍部北斜面で新たな噴気個所を観測。 

○ 5月犬倉山から姥倉山付近を震源とする M3.6（震度 4）の地震が発生。 

○ 6月黒倉山の地中温度の上昇を確認。 

○ 9月葛根田川沿いの天然記念物「玄武洞」が大崩落。 

○ 11 月振幅の大きな微動（振り切れ微動継続時間約 4 分）を観測。臨時火

山情報第 4号。 

平成 12年 

○ 1月黒倉山山頂付近の噴気が高さ 100メートルを超える日が度々観測され

るようになってきた。 

○ 3月犬倉山から姥倉山付近を震源とする M3.8（震度 4）の地震。 

○ 4月大地獄谷西小沢で 10数カ所の噴気孔群を観測。 

○ 6月黒倉山から姥倉山付近を震源とする単色地震が発生。 

○ 6～9月黒倉山山頂の噴気の高さは 200～250メートルに達した。 

平成 13年 
○ 黒倉山山頂の噴気活動は依然活発。 

○ 5月モホ面付近を震源とする低周波地震が 15回観測。 

平成 14年 

○ 4 月下旬に東岩手山のやや深いところ（深さ 10km 前後）を震源とする低

周波地震の活動がやや活発化した。 

○ 浅部の地震活動は低調であった。 
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平成 15年 

○ 東岩手山のやや深いところ（深さ 10km 前後）を震源とする低周波地震の

活動が一時活発化した。 

○ 浅部の地震活動は低調であった。 

○ 黒倉山山頂の噴気の状態に大きな変化は見られなかった。 

平成 16年 

○ 火山活動は、穏やかに経過した。 

○ 黒倉山山頂の噴気活動は、次第に低下傾向が見られ始めてきている。 

○ 6 月には 1999 年頃から笹枯れが始まった黒倉山付近で植生の回復が確認

された。 

○ 12 月には黒倉山山頂の西に伸びている地熱地帯の裸地で地温の低下傾向

が確認された。 

平成 17年 

〇 地震、噴気活動は、低下傾向で推移した。火山性微動は観測されなかった。 

〇 黒倉山山頂で観測されていた局所的な地盤変動は、ほぼ停止したことが確

認された。 

〇 表面現象では、大地獄谷の噴気温度は低い状態で推移し、黒倉山から姥倉

山付近では引き続き植生の回復が確認された。 

平成 18年 

○ 地震回数は尐なく推移。 

○ 地殻変動に顕著な変化は認められず。 

○ 黒倉山～姥倉山の噴気活動は低下の傾向が続き、植生の回復が認められ

る。大地獄谷の噴気温度は低い状態で推移。 

平成 19年 

○ 火山活動は静穏に経過した。 

○ 8月以降東岩手山のやや深いところ（深さ10km）を震源とする低周波地震

がやや増加したが、浅部の地震活動は尐ない状態で推移。 

○ 7月に継続時間は短いが、振幅のやや大きな微動を1回観測。 

○ 噴気活動は低調に推移した。 

○ 噴火警戒レベル１（平常）〔12月1日～ 〕（12月1日より噴火警戒レベル

運用開始） 

平成 20年 

○ 噴火警戒レベルは，「レベル１（平常）」で経過した。 

○ １月と12 月に東岩手山のやや深いところ（深さ10km）を震源とする低周

波地震がやや増加し、６月には継続時間が短く振幅の小さい微動を１回観測

したが、その後の地震活動は低調な状態で推移した。 

○ 噴気活動は低調に推移した。 

平成 21年 

○ 噴火警戒レベルは，「レベル１（平常）」で経過した。 

○ 地震活動は低調に推移した。 

○ 噴気活動は低調に推移した。 

平成 22 年 

○ 噴火警戒レベルは，「レベル１（平常）」で経過した。 

○ 地震活動は低調に推移した。 

○ 噴気活動は低調に推移した。 

（資料：岩手県地域防災計画） 



 

 

資料 4－2－3 

平 成 7 年 以 降 の 岩 手 山 の 地 震 回 数 の 推 移  

 

※ 平成７年から９年までの地震回数は年別の月平均地震回数 

※ 平成７年 10月から 17年 12 月まで東北大学松川観測点。 

※ 平成 18 年 1月から気象台焼切沢観測点。 

※ 平成 23 年 10月から馬返し観測点及び防災科学技術研究所松川観測点。 

※ 平成 11 年までは滝ノ上付近の地震など山体以外の構造性地震も含む。 
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資料 4－2－4 

岩 手 山 の 噴 火 史 

 

岩手山は、25 個以上の小火山から構成され、東西約 13km の長さに配列し、正確には「岩手火

山群」と呼ばれる。富士山と同じ特徴を持つ科学組成の溶岩を産する国内でも最大級の火山であ

る。代表的な山として小畚山、三ツ石山、大松倉山、犬倉山、姥倉山、黒倉山、鬼ケ城、薬師岳

（2,038ｍ）、鞍掛山などがある。岩手火山群を構成する一個一個の火山は成層火山である。これ

らのうち、形成時期が新しく、火山群の東半分を占める火山体（姥倉山から東側の山体）を狭義

の岩手火山と呼び、さらにこれを東西に区分して西岩手火山、東岩手火山と呼ぶ。両者の境界は

ほぼ東経 141度の線である。 

岩手火山群は約 70万年の歴史があり、そのため複雑な火山地形を示している。活動の初期には、

東西約 13kmの範囲の全体で火山活動があり、その後活動の中心は東側に移行している。過去に 7

回の山体崩壊を起こしているが、この回数は成層火山としては国内最多である。東岩手山は約

6,000 年前以降、主にマグマ噴火を繰り返し、一回の噴火のマグマ噴出量は、0.1 立方 km 程度以

下である。これに対して、西岩手山は約 7,400 年前以降、水蒸気噴火のみを繰り返し、マグマは

伴わない。火口周辺の岩石を起源とする火山灰の噴出量は 0.01立方 km程度以下である。 

約 6,000年前以降の主な活動は、次のとおりである。 

(1) 約 6,000年前 山体崩壊 

東岩手山の山頂部で大規模な山体崩壊を起こし北東山麓を埋め尽くした。（平笠岩屑なだれ

堆積物） 

土砂の一部は北上川に沿って流下し、岩手大学工学部付近に達して大地をつくった。 

この後、江戸時代まで多数の噴火があり、溶岩が流出して薬師岳が形成され、さらに山頂火

口の中に妙高岳が形成された。 

(2) 約 3,200年前 水蒸気爆発 

大地獄谷中央火口丘で水蒸気爆発が起こり、網張温泉付近まで降灰（火口から約 3.5km で

10cmの厚さで堆積）。火山灰は熱水変質した岩石片（噴石）と岩粉、粘土からなり、火山灰量

は 0.01立方 km以下と概算される。 

(3) 1686年（貞享 3年） 山頂噴火 

山頂の御室火口のマグマ水蒸気爆発が起こって滝沢村南東麓方向に火砕サージが噴出し、噴

火が本格化して、降灰、火山泥流が繰り返し発生した。玉山村、滝沢村、盛岡市、花巻市方面

に降灰し、玉山村生出地区は農地が荒廃し、放棄された。また、火山泥流が繰り返し発生し、

玉山村、滝沢村、西根町方面に流下し滝沢村一本木地区が被災した。 

(4) 1732年（貞享 16～17年） 焼走り溶岩流 

地震が頻発し、山鳴りの後、薬師岳山腹の 5個の火口から溶岩が流出した。地震により、西

根町平笠地区の住民が一時避難した。噴火活動は一年で終了した。 

(5) 1919年（大正 8年） 水蒸気噴火 

大地獄谷において、直径約 9ｍの火口から、強い音響とともに水蒸気とガスを噴出した。後
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に崩壊により火口の直径が約 50ｍに拡大し、火口湖中の熱水から水蒸気を噴出。火口湖周辺

には巨大な石が飛散し、厚さ 3～15cmの変質粘土からなる火山灰が堆積した。火山灰は網張温

泉方向に降灰した。 

(6) 昭和の火山活動（1934～35年、1960年、1972年） 水蒸気の噴出 

昭和に入り、薬師岳山頂の薬師火口内で地熱活動が活発になり水蒸気の噴気が始まった。活

動が活発化した時期は 3回あり、これらの時期には盛岡市内からも水蒸気の噴出を確認できた。

このうち最も活発だったのは 1934～35年活動で、小爆音を伴った。 

これらの噴気箇所は、主に薬師火口南東火口壁とその直下の火口内、及び妙高岳南東山腹で、

噴出物は、水蒸気と火山ガスのみで、マグマの噴出はない。火山ガスは、二酸化炭素、硫化水

素、亜硫酸、塩酸などで、塩酸を多く含むのが特徴である（1960年 9月測定）。 

また一方で、この時期においては大地獄谷、黒倉山などの西岩手山の噴気活動が続いている。 

（資料：岩手県地域防災計画） 
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山

 
 
活

 
 
動

 
 
の

 
 
状

 
 
況
 

レ
 

 
ベ

 
 
ル

 
 
判

 
 
定

 
 
基

 
 
準

 

過
去
の
事
例

 

16
86

年
東
岩

手
山
山
頂
の

噴
火

 

17
32

年
東
岩

手
山
山
腹
の

噴
火
（
焼
走
り

溶
岩
噴
出
）

 

19
19

年
西
岩

手
山
（
大
地
獄

谷
）
の
水
蒸
気

爆
発

 
19

98
年

4
月

29
日
短
時
間

に
多
数
の
地

震
と
規
模
の

大
き
い
地
震

が
発
生

 

19
98

年
3
月

17
日
火
山
性

地
震
が
増
加

し
地
殻
変
動

開
始

 －
 

西
岩
手
山
の
表
面
現
象

 

（
該
当
事
項
な
し
）

 

（
該
当
事
項
な
し
）

 

・
大
地
獄
谷
火
口
か
ら
の

噴
火
を
確
認
し
た
場
合

 

（
レ
ベ
ル
２
へ
の
下
げ
基
準
）

 
上
記
基
準
に
達
し
な
い
活
動
が
概
ね

10
日
続
い
た
場
合

 

・
大
地
獄
谷
付
近
で
極
小

規
模
な
噴
火
を
確
認
し
た

場
合

 
・
大
地
獄
谷
火
口
か
ら
の

噴
気
量
の
増
加
、
地
熱
地

帯
の
拡
大
が
確
認
さ
れ
た

場
合

 

（
レ
ベ
ル
１
へ
の
下
げ
基
準
）

 
上
記
基
準
に
達
し
な
い
活
動
が
概
ね

10
い
た
場
合

 

・
大
地
獄
谷
火
口
で
噴
気

量
が
尐
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

 

東
岩
手
山
の
表
面
現
象

 

・
居
住
地
域
の
近
く
ま
で
、
火
砕
流
、
融
雪
型

火
山
泥
流
が
発
生
し
た
場
合
。

 
・
居
住
地
域
近
く
ま
で
、
噴
石
が
到
達
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

 
・
噴
火
直
後
、
有
色
噴
煙
が
火
口
か
ら

10
00

ｍ
以
上
に
達
し
た
場
合

 

（
レ
ベ
ル
４
へ
の
下
げ
の
基
準
）

 
上
記
基
準
に
達
し
な
い
活
動
が
概
ね

10
日
間
続
い
た
場
合

 

・
山
頂
火
口
付
近
か
ら
山
麓
付
近
に
か
け
て
、

火
砕
流
、
融
雪
型
火
山
泥
流
を
確
認
し
た
場
合

 

・
上
記
以
外
で
、
居
住
地
域
に
重
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
噴
火
が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

 

（
レ
ベ
ル
３
へ
の
下
げ
の
基
準
）

 
上
記
基
準
に
達
し
な
い
活
動
が
概
ね

1
週
間
続
い
た
場
合

 

・
山
頂
火
口
か
ら
の
小
規
模
な
噴
火
、
ま
た
は

有
色
噴
煙
を
確
認
し
た
場
合

 
・

20
0ｍ

を
超
え
る
有
色
噴
煙
及
び
噴
煙
量
の

増
加

 

・
山
頂
火
口
か
ら
の

20
0ｍ

を
超
え
る
噴
気
、

及
び
噴
気
量
の
増
加

 
・
山
頂
火
口
周
辺
で
地
熱
地
帯
の
拡
大
が
確
認

さ
れ
た
場
合

 

・
山
頂
火
口
で
噴
気
量
が
尐
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

 

岩
手
山
の
物
理
観
測
情
報

 

・
噴
火
が
継
続
し
て
い
る
状
況
で
、
火
山

性
地
震
及
び
火
山
性
微
動
の
多
い
状
態
が

継
続
し
、
さ
ら
に
噴
火
現
象
の
高
ま
り
が

予
想
さ
れ
る
場
合

 

・
火
山
性
地
震
、
火
山
性
微
動
、
及
び
有

色
噴
煙
等
の
表
面
現
象
の
状
況
か
ら
噴
火

現
象
の
高
ま
り
が
想
定
さ
れ
る
場
合

 

・
火
山
性
地
震
が
多
発
（

10
0～

20
0
回
／

日
以
上

 
・
有
感
地
震
の
増
加
（

1～
5
回
／
日
以
上
） 

・
継
続
時
間
の
や
や
長
い
明
瞭
な
火
山
性

微
動
の
発
生

 
・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
地
殻
変
動
デ
ー
タ
の
異
常
が

現
れ
る

 

・
火
山
性
地
震
が
増
加
（

50
回
／
時
、
ま

た
は

10
0
回
／
日

 
・
火
山
性
微
動
が
発
生

 
・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
地
殻
変
動
デ
ー
タ
の
異
常
発

生
 

・
火
山
性
地
震
、
低
周
波
地
震
の
発
生
回

数
が
尐
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

 
・
長
期
的
な
地
殻
変
動
は
み
ら
れ
る
こ
と

は
あ
る
が
、
火
山
活
動
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
地
殻
変
動
は
な
い
。

 

概
  

  
況

 

居
住
地
域
に
重
大

な
被
害
を
及
ぼ
す

噴
火
が
発
生
、
あ

る
い
は
切
迫
し
て

い
る
状
態
に
あ
る

 

居
住
地
域
に
重
大

な
被
害
を
及
ぼ
す

噴
火
が
発
生
す
る

と
予
想
さ
れ
る

（
可
能
性
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
）

 

火
口
付
近
か
ら
居

住
地
域
の
近
く
ま

で
重
大
な
影
響

＊

を
及
ぼ
す
噴
火
の

発
生
、
あ
る
い
は

発
生
が
予
想
さ
れ

る
 

火
口
周
辺
に
影
響

を
及
ぼ
す
噴
火
の

発
生
、
あ
る
い
は

発
生
が
予
測
さ
れ

る
 

火
山
活
動
は
静
穏

 

レ
ベ
ル

 

５
 

（
避
難
）
 

４
 

（
避
難

準
備
）

 

３
 

（
入
山

規
制
）

 

２
 

（
火
口

周
辺
規

制
）

 

１
 

（
平
常
）
 

対
象
範
囲

 

居
住
地
域
及
び
そ

れ
よ
り
火
口
側

 

火
口
か
ら
居
住
地

域
近
く
ま
で

 

火
口
周
辺

 

火
口
内
等
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①

④

③

⑤

⑥

②

東
岩
手
山

西
岩
手
山

●

●

●

●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●●
●

●

●

●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●●

特
異
地
域

居
住
地
域

居
住
地
域

「
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
『
５
万
分
の
１
地
形
図
』
を
複
製
し
た
も
の
で
す
。

（
承
認
番
号
　
平
17
総
複
、
第
65
0号

）
｣

「
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
『
５
万
分
の
１
地
形
図
』
を
複
製
し
た
も
の
で
す
。

（
承
認
番
号
　
平
17
総
複
、
第
65
0号

）
｣

 

 

 

 

 

 

 

 

 資
料

 
4－

2－
6 

 

岩
手
山
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
に
お
け
る
 

居
住
地
域
の
範
囲
 

凡
 
 
 
例
 

 
赤
点
 
 
●
：
居
住
地
域
の
境
界
 

 
黄
色
線
 

 
：
登
山
道
 

 
赤
実
線
 

 
：
登
山
口
等
の
入
山
規
制
箇
所
 

 
赤
丸
 
 
○
：
火
口
 

 
岩
手
山
周
辺
の
集
客
施
設
 

 
１
）
特
異
地
域
内
の
集
客
施
設
 

 
 
 
①
岩
手
山
焼
走
り
国
際
交
流
村
 

 
 
 
②
滝
沢
村
相
の
沢
温
泉
お
山
の
湯
 

 
２
）
居
住
地
域
内
の
集
客
施
設
の
例
 

 
 
 
③
松
川
温
泉
 

 
 
 
④
東
八
幡
平
温
泉
郷
 

 
 
 
⑤
い
こ
い
の
村
岩
手
 

 
 
 
⑥
休
暇
村
岩
手
網
張
温
泉
 

居
住
地
域
の
定
義
 

一
年
を
通
し
て
生
活
し
て
い
る
住
居
が
あ
り
、
あ
る
程

度
地
区
と
し
て
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
地
域
。
こ
の
居
住

地
域
よ
り
火
口
に
近
い
場
所
【
日
中
だ
け
人
が
集
ま
る

建
物
（
入
浴
施
設
等
）、

夏
季
冬
季
だ
け
人
が
集
ま
る
場

所
（
キ
ャ
ン
プ
場
等
）】

や
建
物
（
別
荘
）
に
つ
い
て
は

特
異
地
域
と
し
て
居
住
地
域
に
含
め
な
い
。
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秋田駒ヶ岳噴火警戒レベル（詳細版） 

（１）秋田駒ヶ岳噴火警戒レベルにおける火山活動の状況と影響範囲 

予
報
警
報 

対
象
範
囲 

レ
ベ
ル 

説明 

火山活動の状況と想定される主な現象 過去の事例 想定火口からの距離（影響範囲） 

噴
火
警
報 

居
住
地
域
及
び
そ
れ
よ
り
火
口
側 

５
（
避
難
） 

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が

発生、あるいは切迫している状態にある 
 
●噴火に伴いカルデラから火砕流、融雪型火

山泥流の流出が予想された場合。 

有史以降なし 

北部カルデラからの噴火 

居住地域※Ａ 

南部カルデラからの噴火 

居住地域※Ａ 

４
（
避
難
準
備
） 

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が

発生すると予想される（可能性が高まっ

てきている） 
 
●噴火に伴い火砕流、融雪型火山泥流が発生

し、カルデラ縁付近まで到達する恐れがある

場合。 

●噴火に伴い噴石が居住地域の近くまで到達

すると予想された場合。 

有史以降なし 

北部カルデラからの噴火 

噴石飛散範囲は 2㎞を超える。 

ただし、居住地域までは届かな

い。 

南部カルデラからの噴火 

噴石飛散範囲は 2㎞を超える。 

ただし、居住地域までは届かな

い。 

火
口
周
辺
警
報 

火
口
か
ら
居
住
地
域
近
く
ま
で 

３
（
入
山
規
制
） 

火口付近から居住地域の近くまで重大

な影響＊を及ぼす噴火の発生、あるいは

発生が予想される 
 
●噴火による影響が火口からおおよそ 2㎞以

内。 

●噴火に伴いカルデラ内で火砕流、融雪型火

山泥流が発生（確認）した場合。 

●噴石がカルデラ縁を越える噴火が発生した

場合、または噴火の発生が予想された場合。 

1970年女岳山

頂からの噴火 
 
［1970年の噴火

で噴石の一部は、

西側では外輪山

を越え、東側では

小岳（中央火口

丘）まで 600～

700ｍ飛散（主に

カルデラ内）して

いる。］ 

北部カルデラからの噴火 

噴石がカルデラ縁を越える。 

ただし、噴石飛散範囲は 2㎞以

内。 

南部カルデラからの噴火 

噴石がカルデラ縁を越える。 

ただし、噴石飛散範囲は 2㎞以

内。 

火
口
周
辺 

２
（
火
口
周
辺
規
制
） 

火口周辺に影響を及ぼす噴火の発生、あ

るいは発生が予測される 
 
●噴火による影響が火口から 500ｍ以内 

●地震活動や噴気活動の活発化等により、噴

火の発生が予想された場合 

なお、北部カルデラからの噴火は、全て「レ

ベル３」以上とする。 

［影響範囲の約 500ｍ以内に登山道があり、

影響範囲１㎞内に八合目の小屋（バスの発着

所）がある。登山者の安全確保のため「レベ

ル３」とする。］ 

1932年の南部

カルデラ内（石

ポラ）での水蒸

気爆発 

北部カルデラからの噴火 

噴石飛散範囲 500ｍ以内。 

南部カルデラからの噴火 

噴石飛散範囲 500ｍ以内。 

噴
火
予
報 

火
口
内
等 

１
（
平
常
） 

火山活動は静穏 
 
●女岳北部で弱い噴気活動が見られるが、南

部・北部カルデラに目立った表面現象はない。 

現在の状況 規制地域なし 

 
＊  噴火による影響とは、噴石、火砕流、融雪型火山泥流により、現象が始まってから避難までの時間的な余裕がほとんどな

く生命に対する危険性が高い火山現象による影響。 

※Ａ ・避難地域の部分解除の検討については、火山防災協議会（仮称）あるいはそれに代わる機関において協議する。 

   ・秋田駒ヶ岳防災マップ（H15.2 作成）には岩手県側への融雪型火山泥流は想定されていない。しかし、秋田駒ヶ岳噴火

警戒レベルの設定においては、冬期間に岩手県側のカルデラ壁近くで噴火が発生した場合には、カルデラ壁を越える噴煙
柱の崩壊や高温の噴石の飛散などによって、岩手県側への融雪型火山泥流の発生も考慮すべきとするその後の知見により、
秋田駒ヶ岳防災マップよりも安全側を想定することとした。 

 ・融雪型火山泥流への防災対応は冬期間とする。 
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（２）秋田駒ヶ岳噴火警戒レベル毎の防災対応 

レベル  秋田県（仙北市） 岩手県（雫石町） 

５(

避
難) 

北
部
カ
ル
デ
ラ 

 ○避難勧告 
   田沢湖高原温泉郷、水沢温泉郷(※1)、小先達(※6)、下高野(※1)、供養佛(※6)、

先達(※6)地域、玉川近傍で秋田駒ヶ岳火山防災マップに示された火山泥流・土石
流の影響を受ける地域(※6)、大川端(※3)、下村(※3)、造道(※3)、堂ノ前(※3)、
町田(※3)地域、乳頭温泉郷(※2 レベル4で対応済) 

 ○道路規制 
   規制：県道駒ヶ岳線、県道西山・生保内線 
   部分規制：国道341号、県道、市道(避難勧告地域内) 
 ○田沢湖スキー場施設立ち入り規制(レベル3で対応済) 

○避難勧告 
  橋場(※5)(※6)、小赤沢(※5)(※6)地域 
  竜川流域で秋田駒ヶ岳火山防災マップに示された火山泥流・土石流の影響を受ける   
  地域(※5)(※6)、国見温泉(※4 レベル4で対応済)  
○道路規制 
   規制：県道国見温泉線 
   部分規制：町道(避難勧告地域内) 

南
部
カ
ル
デ
ラ 

 ○避難勧告 
   阿気、石神、牛沢、柏山、上石神、黒沢、黒沢野、中生保内、中村、山根、春山地

域、乳頭温泉郷(※2)、田沢湖高原温泉郷(※1)、水沢温泉郷(※1)、小先達(※6)、
下高野(※1)、供養佛(※6)、先達(※6)地域、玉川近傍で秋田駒ヶ岳防災マップに示
された火山泥流・土石流の影響を受ける地域(※6)、大川端(※3)、下村(※3)、造道
(※3)、堂ノ前(※3)、町田(※3)地域(レベル4で対応済) 

 ○道路規制 
   規制：県道駒ヶ岳線、県道西山・生保内線 
   部分規制：国道341号、県道、市道(避難勧告地域内) 
 ○田沢湖スキー場施設立ち入り規制(レベル3で対応済) 

 ○避難勧告 
   橋場(※5)(※6)、小赤沢(※5)(※6)地域 
   竜川流域で秋田駒ヶ岳火山防災マップに示された火山泥流・土石流の影響を受ける 
   地域(※5)(※6)、国見温泉(※4 レベル4で対応済)  
 ○道路規制 
   規制：県道国見温泉線 
   部分規制：町道(避難勧告地域内) 

４(

避
難
準
備) 

北
部
カ
ル
デ
ラ 

 ○避難勧告 
   乳頭温泉郷(※2) 
 ○避難準備 
   田沢湖高原温泉郷、水沢温泉郷(※1)、小先達(※6)、下高野(※1)、供養佛(※6)、

先達(※6)地域、玉川近傍で秋田駒ヶ岳防災マップに示された火山泥流・土石流の影
響を受ける地域(※6)、大川端(※3)、下村(※3)、造道(※3)、堂ノ前(※3)、町田(※
3)地域 

 ○道路規制 
   部分規制：県道西山・生保内線(田沢湖高原温泉郷の先で規制) 
             ：市道（避難勧告地域内） 
             ：県道駒ヶ岳線(かもしか駐車場入口交差点 レベル2で規制済) 
 ○田沢湖スキー場施設立ち入り規制(レベル3で対応済) 

 ○避難勧告 
   国見温泉(※4) 
 ○避難準備 
   橋場(※5)(※6)、小赤沢(※5)(※6)地域 
   竜川流域で秋田駒ヶ岳火山防災マップに示された火山泥流・土石流の影響を受ける 
   地域(※5)(※6) 
 ○道路規制 
   規制：県道国見温泉線 

南
部
カ
ル
デ
ラ 

 ○避難勧告 
   大川端(※3)、下村(※3)、造道(※3)、堂ノ前(※3)、町田(※3)地域 
 ○避難準備 
   阿気、石神、牛沢、柏山、上石神、黒沢、黒沢野、中生保内、中村、山根、春山地

域、乳頭温泉郷(※2)、田沢湖高原温泉郷(※1)、水沢温泉郷(※1)、小先達(※6)、
下高野(※1)、供養佛(※6)、先達(※6)地域、玉川近傍で秋田駒ヶ岳防災マップに
示された火山泥流・土石流の影響を受ける地域(※6) 

 ○道路・鉄道 
    部分規制：国道341号、県道、市道(避難勧告地域内) 
              ：県道駒ヶ岳線(かもしか駐車場入口交差点 レベル3で対応済） 
 ○田沢湖スキー場施設立ち入り規制(レベル3で対応済) 

 ○避難勧告 
   国見温泉(※4) 
 ○避難準備 
   橋場(※5)(※6)、小赤沢(※5)(※6)地域 
   竜川流域で秋田駒ヶ岳火山防災マップに示された火山泥流・土石流の影響を受ける 
   地域(※5)(※6) 
 ○道路規制 
   規制：県道国見温泉線 

３(

入
山
規
制) 

北
部
カ
ル
デ
ラ 

 ○避難準備 
   乳頭温泉郷(※2) 
 ○道路規制 
   部分規制：県道駒ヶ岳線（かもしか駐車場入口交差点で規制 レベル2で規制済） 
 ○登山道規制 
   県境縦走ルート（笊森山で湯森山方向を規制、その他は秋田県側への分岐路を規制）  
 黒沢野林道、水沢口、田沢湖スキー場、熊ノ台、乳頭スキー場跡及び乳頭温泉郷か 
   ら各ルートは全て入り口で閉鎖 
 ○田沢湖スキー場施設内立ち入り規制 

 ○避難準備 
   国見温泉(※4) 
 ○登山道規制 
   国見温泉ルート(入り口で閉鎖) 
   県境縦走ルート(笊森山で湯森山方向を規制) 

南
部
カ
ル
デ
ラ 

 ○避難準備 
   大川端(※3)、下村(※3)、造道(※3)、堂ノ前(※3)、町田(※3)地域 
 ○道路規制 
   部分規制：県道駒ヶ岳線(かもしか駐車場入口交差点で規制) 
   黒沢野林道(十丈の滝で規制、レベル2で規制済) 
 ○登山道規制 
   県境縦走ルート(笊森山で湯森山方向を規制、その他は秋田県側への分岐路を規制)、 
   水沢口、田沢湖スキー場、熊ノ台、乳頭スキー場跡及び乳頭温泉郷からのルートは 
   全て入り口で閉鎖 
 ○田沢湖スキー場施設内立ち入り規制 

 ○避難準備 
   国見温泉(※4) 
 ○登山道規制 
   国見温泉ルート(入り口で閉鎖) 
   県境縦走ルート(笊森山で湯森山方向を規制) 

２(

火
口
周
辺
規
制) 

北
部
カ
ル
デ
ラ 

 ○道路規制 
   部分規制：県道駒ヶ岳線(かもしか駐車場入口交差点で規制) 
 ○登山道部分規制 
   県境縦走ルート(湯森山で焼森方向を規制) 
   乳頭スキー場跡ルート(笹森山で八合目方向)、黒沢野林道、水沢口、熊ノ台(これら 
   は横長根からは大焼砂分岐で小岳、横岳の両方向を規制、男岳山頂の北で規制) 
 ○田沢湖スキー場立ち入り規制 
   (銀嶺第３リフト運転停止、周辺ゲレンデ立ち入り規制) 

 ○北部カルデラ内への立ち入り規制 
   登山道規制 
   県境縦走ルート(湯森山で焼森方向を規制) 
   国見温泉ルート(大焼砂分岐で小岳、横岳の両方向を規制) 

南
部
カ
ル
デ
ラ 

 ○道路規制 
   部分規制：黒沢野林道(十丈の滝で規制) 
 ○登山道部分規制 
   八合目、水沢口、熊ノ台、田沢湖スキー場、県境縦走各ルート(全て南部カルデラ縁

の登山道との合流部で規制) 
 ○田沢湖スキー場立ち入り規制 
   (銀嶺第３リフト運転停止、周辺ゲレンデ立ち入り規制) 

 ○南部カルデラ内への立ち入り規制 
   登山道規制 
   国見温泉ルート、県境縦走各ルート(全て南部カルデラ縁との合流部で規制) 

１(

平
常) 

   防災対応なし   防災対応なし 

 
※1 冬期間の融雪型火山泥流による孤立を想定 
※2 乳頭温泉郷は噴火に伴う直接の影響(噴石など)は尐ないが、唯一の避難道路が火砕流、融雪型火山泥流で通行不能となる恐れがあり、北部カルデラでの噴火を想定

した場合はレベル 4 で避難が必要 
※3 これらの地域は南部カルデラ南西縁の風化により、火砕流と融雪型火山泥流に対して脆弱な地域で、南部カルデラでの噴火を想定した場合はレベル 4 で避難が必要 
※4 国見温泉は火口に近く、南部カルデラからの噴石が到達する可能性がありレベル 4 で避難が必要 
※5 秋田駒ヶ岳防災マップ(H15.2 作成)には岩手県側への融雪型火山泥流は想定されていない。しかし、秋田駒ヶ岳噴火警戒レベルの設置においては、冬期間に岩手県

側のカルデラ壁近くで噴火が発生した場合には、カルデラ壁を越える噴煙柱の崩壊や高温の噴石の飛散などによって、岩手県側への融雪型火山泥流の発生も考慮す
べきとその後の知見により、秋田駒ヶ岳防災マップよりも安全側を想定することとした。 

※6 融雪型火山泥流への対応で冬期間のみ。 
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（３）秋田駒ヶ岳噴火警戒レベル判定表 

対
象
範
囲 

レ
ベ
ル 

説               明 

火山活動の状況 

火山活動の

状況 

 レベル判定基準 
レベル下げ

の判定基準 
過去の事例 

想定火口からの距離 

(影響範囲) 

居
住
地
域
及
び
そ
れ
よ
り
火
口
側 

５(

避
難) 

居住地域に重

大な被害を及

ぼす噴火が発

生、あるいは

切迫している

状態にある 

北
部
カ
ル
デ
ラ 

・噴火に伴い火砕流が発生し、カルデラから火砕流の流出が予想された場合。 

・噴火に伴い融雪型火砕流が発生し、カルデラから融雪型火山泥流の流出が予想された場

合。 

・非常に規模の大きな噴火により、噴煙柱崩壊型の火砕流などによる融雪型火山泥流の発

生が予想された場合。 

・継続した噴火で溶岩流がカルデラ内から流出し、溶岩流による融雪型火山泥流が居住地

域近くまで予想された場合。 

（レベル４への

下げ基準） 

 

左記基準に達し

ない活動が概ね

１ケ月続いた場

合 

有史以降なし 居住地域※Ａ 
融雪型火山泥流の影響範囲（積
雪期のみ対応） 先達川、小先
達川、北桧木内川、玉川（仙北
市）、竜川（雫石町）※Ｂ 

南
部
カ
ル
デ
ラ 

居住地域※Ａ 
融雪型火山泥流の影響範囲（積
雪期のみ対応） 先達川、小先
達川、北桧木内川、玉川（仙北
市）、竜川（雫石町）※Ｂ 

４(

避
難
準
備) 

居住地域に重

大な被害を及

ぼす噴火が発

生すると予想

される（可能

性が高まって

きている） 

北
部
カ
ル
デ
ラ 

・噴火に伴い噴石が居住地域の近くまで到達すると予想された場合。 

・噴火に伴い火砕流が発生し、カルデラ縁付近まで到達する恐れがある場合。 

・噴火に伴い融雪型火山泥流が発生し、カルデラ縁付近まで到達する恐れがある場合。 

・継続した噴火で溶岩流がカルデラ内から流出し、溶岩流による融雪型火山泥流の発生が

予想された場合。 

（レベル３への

下げ基準） 

 

左記基準に達し

ない活動が概ね

１ケ月続いた場

合 

有史以降なし 噴石飛散範囲は２㎞を超える。

ただし、居住地域までは届かな

い。 

南
部
カ
ル
デ
ラ 

噴石飛散範囲は２㎞を超える。

ただし、居住地域までは届かな

い。 

火
口
か
ら
居
住
地
域
近
く
ま
で 

３(

入
山
規
制) 

火口付近から

居住地域の近

くまで重大な

影響＊を及ぼ

す噴火の発

生、あるいは

発生が予想さ

れる 

北
部
カ
ル
デ
ラ 

・噴火による影響が火口からおおよそ２㎞以内。 
・北部カルデラから噴火した場合、または噴火の発生が予想された場合。［八合目小屋まで
は１㎞もなく、北部カルデラからの噴火に伴う噴石では登山者などへ被害を及ぼす恐れが
ある。また、避難経路も限られ事前の入山規制等が必要である。］ 
・噴火に伴いカルデラ内で火砕流が発生(確認)した場合。 
・噴火に伴いカルデラ内で融雪型火山泥流が発生(確認)した場合。 
・噴火に伴いカルデラ内での溶岩流出が発生(確認)した場合。 
・カルデラ直下浅部での地震活動が活発化した場合。やや深い所での地震活動が活発化す
ると共に、震源が浅部へ移動し始めた場合。 
・活発な噴気活動（高さ50ｍ以上）が観測された場合。 
・カルデラや山体でのＧＰＳ観測で急激な地殻変動（浅部での活動）が観測された場合。 
・火山性地震が多発（100～200回／日以上） 
・有感地震の増加（1～5回／日以上） 
・継続時間のやや長い明瞭な火山性微動の発生 
・ＧＰＳ等地殻変動データの異常が現れる 

（レベル2への

下げ基準） 

 

左記基準に達し

ない活動が概ね

１ケ月続いた場

合 

1970年女岳

山頂からの噴

火 

 

［1970年の

噴火で噴石の

一部は、西側

では外輪山を

越え、東側で

は小岳(中央

火口丘)まで

600～700ｍ飛

散(主にカル

デラ内)して

いる。］ 

噴石がカルデラ縁を越える。た

だし、噴石飛散範囲2㎞以内。 

南
部
カ
ル
デ
ラ 

・噴火による影響が火口からおおよそ2㎞以内。 
・噴石が南部カルデラ縁を越える噴火が発生した場合、または噴火の発生が予想された場合。 
・噴火に伴いカルデラ内で火砕流が発生(確認)した場合。 
・噴火に伴いカルデラ内で融雪型火山泥流が発生(確認)した場合。 
・噴火に伴いカルデラ内での溶岩流出が発生(確認)した場合。 
・カルデラ直下浅部での地震活動が活発化した場合。やや深い所での地震活動が活発化す
ると共に、震源が浅部へ移動し始めた場合。 
・活発な噴気活動(高さ50ｍ以上)が観測された場合。 
・カルデラや山体でのＧＰＳ観測で急激な地殻変動(浅部での活動)が観測された場合。［地
震活動の活発化と共に急激な地殻変動が現れる場合があるが、南部カルデラでは地震活動
の活発化がなく急激な地殻変動だけが現れる場合もある］ 
・火山性地震が多発(100～200回／日以上) 
・有感地震の増加(1～5回／日以上) 
・継続時間のやや長い明瞭な火山性微動の発生 
・ＧＰＳ等地殻変動データの異常が現れる 

噴石がカルデラ縁を越える。た

だし、噴石飛散範囲2㎞以内。 

火
口
周
辺 

２(

火
口
周
辺
規
制) 

火口周辺に影

響を及ぼす噴

火の発生、あ

るいは発生が

予想される 

北
部
カ
ル
デ
ラ 

・北部カルデラからの噴火は、全て「レベル３」以上とする。［影響範囲の約500ｍ以内に
登山道があり、影響範囲1㎞内に八合目の小屋(バスの発着所)がある。登山者の安全確保
のため「レベル３」とする。］ 
・噴火による影響(噴石)が火口から500ｍ以内。 
・新たな噴気、広域的な噴気、地熱による植生の枯れが見られ始めた場合、または定常的
に数十メートルの噴気が観測され始めた場合。 
・山麓におけるＧＰＳ観測で地震回数の増加と共に、広域的な地殻変動(やや深い所での活
動)が観測され始めた場合。カルデラや山体でのＧＰＳ観測で局所的な地殻変動(浅部での
活動)が観測され始めた場合。 
・地震活動や地熱活動に変化が現れ、地磁気、全磁力、重力観測等でも変化が現れた場合 
・火山性地震が増加(50回／時、または100回／日) 
・火山性微動が発生 
・ＧＰＳ等地殻変動データの異常発生 
・その他の観測データに変化が現れる。 
・カルデラ内で火砕流や融雪型火山泥流の発生が確認された場合は「レベル３」とし、そ
の後の状況により「レベル２」へ下げる。 

（レベル１への

下げ基準） 

 

左記基準に達し

ない活動が概ね

１ケ月続いた場

合 

1932年の南

部カルデラ内

(石ポラ)での

水蒸気爆発 

噴石飛散範囲500ｍ以内。 

噴火を確認したらレベル３へ移

行。 

南
部
カ
ル
デ
ラ 

・カルデラ内での噴火(水蒸気爆発)により、噴石が約500ｍの範囲(カルデラ壁の周りの登
山道より内側)に飛散した場合。 
・噴火による影響(噴石)が火口から500ｍ以内。 
・最初の噴火では「レベル３」とする場合もあるが、その後状況により「レベル２」へ下げ
る。 
・新たな噴気、広域的な噴気、地熱による植生の枯れが見られ始めた場合、または定常的
に数十メートルの噴気が観測され始めた場合。 
・山麓におけるＧＰＳ観測で地震回数の増加と共に、広域的な地殻変動(やや深い所での活
動)が観測され始めた場合。カルデラや山体でのＧＰＳ観測で局所的な地殻変動(浅部での
活動)が観測され始めた場合。 
・地震活動や地熱活動に変化が現れ、地磁気、全磁力、重力観測等でも変化が現れた場合 
・火山性地震が増加(50回／時、または100回／日) 
・火山性微動が発生 
・ＧＰＳ等地殻変動データの異常発生 
・その他の観測データに変化が現れる。 
・カルデラ内で火砕流や融雪型火山泥流の発生が確認された場合は「レベル３」とし、そ
の後の状況により「レベル２」へ下げる。 

噴石飛散範囲500ｍ以内。 

火
口
内
等 

１(

平
常) 

火山活動は静

穏 

 ・女岳北側で弱い噴気活動が見られるが、南部カルデラに目立った表面現象はない。  
現在(2008

年)の状況 
規制地域なし。 

 
＊  噴火による影響とは、噴石、火砕流、融雪型火山泥流により、現象が始まってから避難までの時間的な余裕がほとんどなく生命に対する危険性が高い火山現象によ

る影響。 
※Ａ 避難地域の部分解除の検討については、火山防災協議会(仮称)あるいはそれに代わる機関において協議する。 
※Ｂ 秋田駒ヶ岳防災マップ(H15.2 作成)には岩手県側への融雪型火山泥流は想定されていない。しかし、秋田駒ヶ岳噴火警戒レベルの設定においては、冬期間に岩手県

側のカルデラ壁近くで噴火が発生した場合には、カルデラ壁を越える噴煙柱の崩壊や高温の噴石の飛散などによって、岩手県側への融雪側火山泥流の発生も考慮す
べきとするその後の知見により、秋田駒ヶ岳防災マップよりも安全側を想定することとした。 
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－1167－ 

（４）秋田駒ヶ岳防災対応図 

 レベル２［※噴石の飛散等、噴火による影響が火口から 500ｍ以内］ 
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－1168－ 

レベル３［※噴石の飛散等、噴火による影響が火口からおおよそ 2㎞以内］ 
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－1169－ 

レベル４［※火砕流がカルデラ縁付近まで到達の恐れがある等、噴火による影響で居住地域に重

大な被害が予想される］ 
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－1170－ 

レベル５［※カルデラから火砕流の流出が予想される等、噴火による影響で居住地域に重大な被

害が切迫している］ 
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－1171－ 

資料 4－2－8 

秋田駒ヶ岳噴火警戒レベルにおける居住地域等の範囲 
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